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要 約
本稿では，他者とかかわり学び続け，自己を確立するためのコミュニケーション力
をいかに育成するかを，授業分析を通して考えるものである。人とかかわり学ぶ学習
法である協同学習を取り入れることによって，授業における子ども同士のコミュニ
ケーションが増加するかを検証する。研究実習での授業分析を通して，操作的活動と
協同学習を取り入れることによって，発言の少なかった子どもたちが意見を言った
り，子どもたち同士のかかわりが増えたりすることなど，コミュニケーション力が育
成されていることが示唆された。協同的な学習の有効性を検証するとともに，その課
題を明らかにし，今後の研究に生かしていく。
Ⅰ は じ め に
１ 主題設定の理由
人間とは本来「他者とかかわりながら，よりよく生きようとするために学び続け
る」存在だと考える。このように社会的存在である「個」が自己の確立を目指すとき，
コミュニケーションが求められる。コミュニケーションは私たちが，他者（人，もの，
こと）と関係を作るために必要なものであると言える。
現代では，共働きの増加，核家族化や少子化が進み，人と人とのつながりが希薄化
している。家庭の教育力も低下し，ひきこもりや不登校などを始め，コミュニケー
ション不全が深刻化している。
その中で，子どもたちが集い，学び合う「学校」が担う役割はますます重要になっ
ている。よりよい学びや人間的成長のためにも，主体的に人とかかわり，学び合うコ
ミュニケーション力の育成が欠かせないのではないだろうか。学校では，塾や一人で
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の勉強と違い，たくさんの友達とのつながりが形成できる。他者とかかわることがで
きる子どもは，生活の中でたくさんの智慧を使い，更に学ぶことができると考える。
豊かな人間関係が育まれている学習集団を創ることにより，お互いの信頼関係が高ま
り，安心感が生まれ，一人ひとりのよさが全体の中で生きてくるのではないか。
本研究では，他者にかかわり，関係性を調整し，学びながら生きていくという人間
に本来備わっているコミュニケーション力を伸ばす方途に迫りたい。その一つのヒン
トとして，協同学習を取り入れた授業を分析し，コミュニケーション力を伸ばすため
に有効な学習のあり方について考察する。
２ コミュニケーションについて
コミュニケーションを教育問題として捉えた時に，「コミュニケーションとは，人
格の完成を目指して行われるものである」と筆者は考える。つまり，自己主張や表面
的な対人関係をつくるもの，また英語で意思疎通ができるといったコミュニケーショ
ンではなく，あくまで，他者とかかわり学び続け自己を確立するためのコミュニケー
ションである。
そして，筆者の考えるコミュニケーションを構成する要素は次の通りである。
①かかわろうとする意欲
コミュニケーションは「伝えるべき価値のあるもの」を，「伝えたい人」がいるか
ら，伝えるために行われるのだと考えると，主体が相手に「かかわろうとする意欲」
があって初めて成り立つものだと分かる。
②表現力や言語能力（スキル）
そのうえで，発言・説明のわかりやすさ，伝えたいことが相手に伝わるかどうかが
お互いを理解し高め合うために大切である。自分の思いや考えを相手により分かりや
すく，伝える「表現力や言語能力（スキル）」が必要である。
③受け取り，返す力（対話）
そして，自分の思いを伝えるだけでなく，相手の意見を聞いて初めてコミュニケー
ションが成立すると考えると，相手から返ってきた思いや考えを，自分の中で再構成
し，よりよい意見として，相手に返したり，質問したり，相手に発話を促したりする
ことが必要である。それを，「受け取り，返す力」と定義する。これがあって初めて，
円滑にコミュニケーションがとれると言える。ボールで言うとキャッチボールがちゃ
んと往復できて初めてコミュニケーションがとれていると考える。
ただし，これ以外にも周りの人との関係性や状況によって，コミュニケーションが
起こる場合と起こらない場合がある。本研究では，主に先の三つが影響し合い，コ
ミュニケーションを引き起こしていると考え，このような力が総合的に働くときにコ
ミュニケーションが発揮されると仮定してみる。
なお，コミュニケーションとは自分（主体）対，人，もの，こととの関係性である
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と言える。コミュニケーションの定義でも先ほど述べたように，双方の関係性でコ
ミュニケーションが成り立つと考えた時，例えば意思疎通ができない場合，どちらか
一方に「コミュニケーション力がない」とは言えないと筆者は考える。しかしまた，
学習集団全体を高めていけば個におけるコミュニケーション力も発揮されたと考え
る。具体的な場面を想定すると，
○話し合いにおいて，主体的に聞いたり，話したりできる児童が増加している
○子どもたち同士の作業でのかかわりや学習での意見のつながりが見られる
そのことによって，個のコミュニケーション力も伸びたと見てよいとしたい。
３ 協同学習について
さて，このような，コミュニケーションが生まれる学習とはどのような学習であろ
うか。筆者は，協同学習を学んだ時に，この学習法を通してコミュニケーション力を
伸ばす方途に迫れないかと大きな示唆を頂いた。
協同学習の提唱者である Johnson, Johnson, & Holubec（１９９３）は「協同学習は，生
徒たちがともに課題に取り組むことによって，自分の学びとお互いの学びを最大限に
高めようとする，小グループを活用した指導方法である。」と定義している。i
そして，５つの基本要素を頭文字をとって以下のようにまとめている。ii
《ぶたの顔（Pig’s Face）》
１．互恵的な協力関係（Positive Interdependence）
２．個人の責任（Individual Accountability）
３．グループの改善手続き（Group Processing）
４．社会的スキル（Social Skills）
５．対面しての相互作用（Face-to-face Interaction）
協同学習については，その他にも様々な定義があるが，ここではすべての協同学習
の定義に共通した１と２の条件が協同学習の必須条件だと考え，この２つについて説
明する。iii
（１）互恵的な協力関係
互恵的な協力関係とは，協同グループを用いる時に一番大切な要素である。グルー
プのメンバーは自分たちが運命共同体であり，「メンバーには自分が与えられた課題
を学習することと，その課題について仲間のすべての学びを確実にすることの２つの
責任が求められる」のであり，それを理解させることが重要である。互恵的な協力関
係は，自分自身の成功と仲間の成功が関係しており，メンバーが互いにつながってい
ると感じたときに実りあるものとなる。
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（２）個人の責任性
個人の責任性は，グループの目標を達成するときには，必ず個人の仕事を果たすと
いう役割が存在するということを全員が認識しているということである。「協同グ
ループの目的は，メンバーひとりひとりが強い個人として成長することである」が，
協同的な学びの中で強い個人として成長するかどうかは，この個人の責任性にかかっ
ていると言える。個人としての責任とグループとしての責任があるが，その両方が自
覚され，一人一人が分担された仕事を行う責任を自覚しなければならない。
なお，筆者は協同学習の理念と実践について日本協同教育学会のワークショップで
学び，そのうちの２つの技法を本実践では取り入れている。この２つの技法について
は，「Ⅲ 研究方法」の中で後述する。日本協同教育学会では，技法をきちんと手順
に従って用いれば，協同学習の成果が期待できるとしている。
Ⅱ 研 究 仮 説
コミュニケーション力を伸ばすため，協同学習を取り入れて以下の手立てを考え
た。
学習用具を共有して活動する操作的活動をとりいれて，２人で１つの活動を行うこ
とによって自然とかかわりが生まれ，そのことで友達とかかわる楽しさ，一緒に学習
できる喜びを感じ，コミュニケーションが増えると考えた。
また，協同学習の技法を取り入れた学習により，表現方法の練習や言語能力（スキ
ル）や他者の意見を受け取り自分の考えを返す力が磨かれ，よりスムーズにコミュニ
ケーションが図れると考え，以下の研究仮説を設定した。
① 操作的活動を取り入れることによって人とかかわる機会を増やせば，かかわろう
とする意欲が高まり，コミュニケーション力が伸びる。
② 協同学習の技法を取り入れることにより，表現力や言語能力のスキルが磨かれ，
より円滑な相互のコミュニケーションが生まれる。
Ⅲ 研 究 方 法
１ 児童の実態と研究の視点
今回は，研究実習で５月から６月にかけて，東京都の小学校４年生を対象に行った
授業を取り上げる。国語の「アーチ橋の進歩」という教材で一単元，授業を実践した。
４月からの観察の結果から，クラスの中には，活発に発言する子どもたちが数名い
るが，比較的大人しい子どもたちが多く，両者の子どもたちは交流が少ないように思
われる。
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授業の中でペアやグループで話し合う時，内容が簡単であれば，友達と意見を交流
することはできる。ただし，資料を元に自分の考えをもつような思考を必要とする内
容であると，話し合いが活発にならない。
その原因を探ってみると，大人しい子どもたちが自分の意見がもてないことや自分
の意見をもてたとしても表現する自信がもてないことに起因している。交流させるこ
とで，大人しい子ども達が，話し合いに入れたり意見をもつきっかけをつくったりし
ていきたい。自分の意見をもち発言する練習をするとともに，発言できたことを折に
触れて褒め，自信をもたせていきたい。
逆に，活発に発言する子ども達の多くが，自分の意見を言うことだけにとらわれが
ちで，他の人の意見を聞いて学習を深めていこうという気持ちが薄いように思われ
る。他の人から学ぶと深まりがあるというよさを感じさせ，聞く態度も育てていきた
い。協同学習の技法を使ったペアやグループでの言語的活動を通して，意見交流する
よさを感じられるようにしていきたい。
また，読み取りの既習のテストを見たところ，本文を読み取りできているようで正
確にはできていないという実態があった。国語の説明文の特質として，情報を正確に
読むことが必要である。そのために，友達と実験する操作的活動を入れることで自分
の読み取りの誤りに気付かせ，正確な読み取りにつなげたい。このように，コミュニ
ケーション力を育成することで，自己の確立を目指す上で必要な学習の深まりが見ら
れることを期待したい。
２ 仮説の検証方法を踏まえた単元構想
仮説①を検証するため，ペアで実験を行った。本単元には，板を平らに置くのでは
なくアーチの形にした方が強度があるかを調べるための実験を行う部分がある。２人
で協力して正しく文章を読み取らせるため，実験道具を共有させ，自然と協力する状
況をつくりたいと考えた。このような操作的活動を通し，仲間と学ぶよさを感じさ
せ，かかわろうとする意欲を育てたい。
仮説②を検証するため，協同学習を取り入れた。協同学習が実践に結びつくように
たくさんの技法が作り出されているが，本実践では，日本協同教育学会のワーク
ショップで実践された２つの技法（「代わり番こに（交互発言法）」「雪玉ころがし」）
を取り入れた。
１つ目の技法「代わり番こに（交互発言法）」は子ども達をペアにし，交互に発言・
応対させ合う技法である。自分の意見を必ずもつことや自分の意見を聞いてもらう経
験を通して，全体で発言しやすい状況を作ることができる。２つ目の技法「雪玉ころ
がし」は雪玉をころがして大きくするように，子ども達をペアやグループにして，意
見を増やすことができる技法である。時には，グループで意見交換し１つにまとめる
こともできる。
創大教育研究 第２２号：山
－１３９－
仮説の①②をふまえて，学習指導計画を計画し，右欄に研究の視点から，授業のど
の場面でペア学習や協同学習を取り入れるかを記載した。（全９時間，４時間目以降
省略）
時 学習活動○ 主発問◎ 指導上の留意点・ 研究の視点
１ ○題名読み。教材との出会い。初
発の感想を書く。
◎「橋」と聞いて，思いつくこ
とは何ですか。
・旅行で見た（経験）
・渡るためのもの（使われ
方）
・大和田橋 （橋の名前）
◎「アーチ橋の進歩」を読ん
で，初めて分かったこと，分
からなかったことを書きま
しょう。
・アーチ橋の仕組みについ
て。
・材料や昔から今について。
・「橋」についてイメー
ジをふくらませたり，
「進歩」とはどういう
ことか意味を考えたり
して，題名から話を想
像させる。
・書けない場合は，すご
いなあと思ったことは
何かなど，補助発問を
する
仮説②
（１） 代わり番こに
題名読みで，橋に
ついてのイメージ
をふくらませる。
２ ○初発の感想をグループ分けした
感想マップをもとに交流する。
○これからの学習の見通しをも
つ。
◎これからどのような学習にし
ていきたいですか。
・分からなかったことについ
て，みんなで解決していき
たい。
・グループ分けした感想
マップを作成してお
き，自分の意見を付箋
に書いて貼り付けさ
せ，話し合いの焦点化
を図る。
仮説②
（２） 雪玉ころがし
ペア，そしてグ
ループで，感想を
交流する。
３ ○前時の感想マップから読みの課
題を確認する。
・アーチ橋の仕組み・強さ
・アーチ橋の歴史や材料
○「アーチ橋の進歩」を正しく読
むための，学習方法を知る。
○課題文を探る。
◎問いの文は，どこにあります
か。
・アーチが橋の組み立てに使
われているのはなぜでしょ
う。（P３５L１）
・人々は，アーチのせいしつ
を生かしながら，どのよう
に橋をつくってきたので
しょうか。（P３６L７）
・課題文が２つあること
を知らせ，１つの問題
が解決した後に，次の
問いが出てきているこ
とをおさえる。
仮説②
（１） 代わり番こに
（２） 雪玉ころがし
ペア，そしてグ
ループで，意見を
交流し，問いの文
を選ぶ。
研究ノート：コミュニケーション力を伸ばす学習のあり方
－１４０－
Ⅳ 分析について
１ 分析方法
授業の記録をもとに，実践を分析し，操作的活動や協同学習を取り入れることに
よって，発言の少なかった子どもたちの様子や子どもたち同士のかかわりがどうなっ
たかを観察することで，仮説を検証する。
仮説①の検証の操作的活動を行う場面では，１回目の教師が説明して実験を行った
場合と２回目の教師が手順を示して子どもがペアで確認しながら実験を行った場合を
比較して，よりかかわりが見られるかどうか，また意欲が高まることにつながるか，
ビデオ記録をもとに分析する。
仮説②の検証では，協同学習を用いずに一斉授業で発言させた場合と協同学習を取
り入れた後の全体の話し合いをした場合で発言する児童が増加しているかどうか，授
業記録をもとに分析する。
更に，仮説の検証方法にはないが，子どもたち同士のかかわり合いが実際に多く
なった授業場面を分析し，考察を加えたい。
２ 分析結果と考察
（１）授業分析～仮説①について～
① 操作的活動を取り入れることによって人とかかわる機会を増やせば，かかわろう
とする意欲が高まり，コミュニケーションが伸びる。
４時間目，第１・２段落を読み，アーチの性質を橋に利用する理由を実験する場面
がある。
１回目，実験を行った時は２種類の実験を２人で協力して実験することを呼びかけ
た。教科書にあるように，２つの机，２つの辞書，そして，２つの消しゴムが必要に
なるため，子ども達は自然と協力して取り組んでいた。しかし，よく見ると，２人で
４ ○説明文の仕組みを学ぶ。
○第１段落，第２段落を読
み，アーチの性質を橋に利
用していることを知る。
◎２人で協力して本文を正
確に読み取りながら，実
験しましょう。
・実験１は「たちまち」
落ちる。
・実験２は「びくともし
ない」「２つのせても
平気」
・一文ずつ読み取りながら実
験を進め，できたところは
線を引かせる。
仮説①
・ペアで実験
ペアで本文を正確
に読み取りなが
ら，実験をする。
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協力せずに１人で実験を行ってしまうペアがいたり，正確に読み取れていないまま進
めてしまうペアがいたり，お互いに学習の高まりにつながるようにコミュニケーショ
ンを取りながら進めているペアはあまりいなかった。教科書の実験通りではなく，な
んとなくただ一緒に行っただけで読み取りがきちんとできていないと判断し，翌日，
もう一度同じ段落を学ぶことにした。
２回目，「一文ずつ読み取りながら実験を進め，できたところは線を引かせる」と
いう手立てを取り，実験を行わせた。「①２人で一文を読む。②実験をする。③でき
たら，お互いに OK！と言い確認し合う。④線を引く。⑤実験結果をワークシートに
書く。」という，手順の説明をして，手順の書かれた紙を貼りだしておいた。すると，
ペアになっていても一人一人が必ず本文を読み，実験がちゃんとできているか，確認
しながら，行うことができた。１回目には教科書を見ずに感覚で実験を進め，本文に
はない物まで乗せて楽しんでしまうなど，読み取りができたとは言えない状況であっ
たが，２回目は，実験の仕方を写真もよく見て正確にとらえ，教科書に書かれている
通りになるのかどうか，きちんと確かめる姿が見られた。
１回目と２回目のかかわり方に差が出たのはなぜかを考察すると，１回目は誰が何
をするのか役割が不明確であったため，遠慮があったりあるいは人任せになってし
まったりして，積極的に実験にかかわらずにいた子どももいたが，２回目は２人とも
が声を出して読み，その通りできているか２人ともがチェックしないと進まないとい
う状態にしたので，片方の子どもが進めてしまうということが起こらずに，全員がペ
アでかかわって実験を進めることができた。
また，４年生にとって，初めに実験内容を全部先に説明しその後実験をさせるとい
うことは難しかったと言える。それよりも，手順を細分化して明確に示したうえ
で，２人で確認しながら進めるという方法は，一斉で同じように説明しながら進める
よりも少人数で自分たちのペースで進めることができ，かかわりを通して本文を正確
に読み取った実験になったと言える。
このように，協力して学習を進めることで自分の学びが深まったり楽しかったりす
る経験を積み重ねていくことが，かかわろうとする意欲につながっていくだろう。
（２）授業分析～仮説②について～
② 協同学習の技法を取り入れることにより，表現力や言語能力のスキルが磨かれ，
より円滑な相互のコミュニケーションが生まれる。
以下の１時間目の授業の様子から，協同学習の効果を分析したい。全体で意見を
言ったり，話し合いをしたりすることが，なかなかできない子どもが多く，発言する
子どもが限られているのが現状であったが，協同学習でペアやグループで意見を言っ
たり聞いたりした後の全体での学習に影響が見られた。
この１時間目の授業は，思いついたことを一人一人がワークシートに記入したうえ
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で，前述した雪玉ころがしを使って班で共有してから，全体で発表した。その全体の
発表での様子を授業記録として記載する。傍線は筆者によるもので，平素発言の少な
い子どもである。（t教師 c子ども cの後のアルファベットは特定の児童）
t それでは発表してもらいましょう。
c O多摩湖の橋
c温泉が近いよ
c O病院行く途中にね，一つの道で右側と左側のところにあってその真ん中に多摩湖が
あるの
t 湖にかかっている橋
c Rえっと，車や人が通る
t うん，良いですね
c Sえ，自転車も通るよ
t あっ，なるほどね，自転車とか乗り物とかが通る
c人も通るよ
cありも通るよ
c AK道路の・・・
t 聞こえた？そしたら・・・
cもう一回言ってください
c AK道路の上にある橋
t この橋自体が道路ってこと？それとも，道路の上にある橋のこと？
c道路の上にある橋
t なるほどね，みんなわかる？そのまま走ると渋滞しちゃったりするから道路も橋みた
いになってるんだね
c高速道路
c Sレインボーブリッジ（ c KU言われたー）
t 言われた人はなんて言うんだっけ？（ c KU他・同じです）
c YTむ川橋 なんか山梨の方の
t よく知ってるね 田舎がそこなの？
c YTなんか えっと おじいちゃんが住んでて
c Sあっそうなんだ
c KY大和田橋
cあっ言われた，同じです
t もうひっこしてきて知ってるんだ。すごいね。
みんな，きづいた？清掃工場行くときにも見たよね
c UT石を使った橋
創大教育研究 第２２号：山
－１４３－
t 石や鉄？
t R先生つけたしたい
c R石や鉄みたいになってる
c Sなんだっけ？名前忘れた
c M多摩川橋
cあるよ 多摩川の方に
c AI全部の橋が虹みたいになってる
t あっこれみてきづいたのかな（黒板の写真を指す）いいこときづいたね
普段は積極的に発表したりつぶやいたりする子が中心となって授業が進み，こちら
から指名しても答えないことがある子どもが大半である。しかし，雪玉ころがしを
使って班で全員が意見を言った後の全体での話し合いでは，このように普段あまり発
言しない子どもも発表する場面が増えた。さらに，よく発言している子どもも自分の
意見を言うだけではなく他の子どもの意見を聞いてつけたしをしたり，賛同の言葉が
多く発せられたりしている。
しかし，比較的子どもたちが想像しやすい題（「橋」について思いつくこと）であっ
たため，答えることができたとも考えられる。また，単発的な解答なのでお互いの意
見の交流というところまでは至らなかった。自分の意見を言うことはできるように
なっているが，その意見を「受け取り，返す力」までは十分に育っていないと考えら
れる。
（３）授業分析～その他～
①②のような協同的な学習により，かかわりや発言が増えることや，かかわりが増
えることで学習の深まりが見られると感じた。逆に，学習への意欲や深まりから，か
かわりが生まれた場面があった。ここで，仮説の手立てが特になかった部分で，授業
中教師の意に反して子ども達のコミュニケーションが増加した部分を取り上げて分析
する。
「アーチ橋の進歩」は，「アーチが橋に使われるのはなぜか」「アーチの性質を利用
してどのように橋をつくってきたのか」という２つの問いを解明する形で展開してい
る。
この２つ目の問いの文「アーチの性質を利用してどのように橋をつくってきたの
か」のまとめの文を探すところで，子ども達の意見が分かれた。その２つの文は以下
の通りである。
１６段落「こうして，鉄やコンクリートの長所を生かして，大きなアーチをもった橋
がつくられるようになりました。」
１７段落「また，アーチ橋は弓なりの形が美しく，風景にもよく合うため，さまざま
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なところでつくられてきました。」
まだ内容がよくわかっていなかったのか，教師の予想していた小段落１６段落よりも
大段落の最後にある小段落１７段落がまとめの文だと思う子どもや１６，１７段落の両方が
まとめの文だと思う子がほとんどであった。教師は時間がなかったため大きく取り上
げず，次の時間に話し合うことにした。翌日話し合いを進めると，内容が深まったこ
ともあり，１６段落を選ぶ子どもがほとんどであったが，そこで，一人 Sさんだけ
が，１７段落と主張したのである。
以下，授業記録を記載する。（t教師 c子ども cの後のアルファベットは特定の
児童※傍線は筆者によるもの）
t では，この間話し合いでまとまらなかったところを話し合います。まとめの文どちら
にしたらいいかで悩んだんだよね。１６段落と１７段落だったね。
t みんな，まずこの問いの文もう一度読んでみよう。さんはい。
c「人々はアーチの性質を生かしながらどのように橋をつくってきたのでしょうか。」
t その，答えの文がどっちだったかなって迷ったんだよね。
では，もう一度自分でよく読んで，どっちか一つを選んでください。
c S両方
c Y両方じゃないだろ
t どちらもいいなーと思っても，こっちがいいなっていう一番いい方を選んでくださ
い。
t 選んだら理由も言えるようにしておいてね
cえー
t （少し時間をおいてから）じゃあ聞くよ。１６段落だと思う人（ほぼ全員）
※１６段落「こうして，鉄やコンクリートの長所を生かして，大きなアーチをもった橋が
つくられるようになりました。」
t１７段落だと思う人（Sさん一人挙手）
※１７段落「また，アーチ橋は弓なりの形が美しく，風景にもよく合うため，さまざま
なところでつくられてきました。」
t じゃあ，Sさんから聞いてみましょう。
c Sエー理由なんてないよ。多分そうかなって。だってさ，最後にあるのがまとめの文
だから。最後の言葉が入ってないじゃん。
t なるほど。一番最後だからね。
では，反対の人。説得できるように言わないといけないよ。
c YTまとめの文だから，「こうして，コンクリートの長所を生かして」って書いてある
から，「こうしてまとめたんだ」みたいな。
cちょっと多分似てる。（みんな手を挙げる）
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c Kそのにているところは，「こうして」は全部をまとめてのことだと思うし，鉄やコ
ンクリートの長所を生かしてってことだから。
c同じです。
c R YTさんにつけたしみたいな。
c Rつけたしみたいなかんじで，こうしてっていうのは前のページとかも全部のことを
まとめて，それで，またっていうのはやっぱりその１６段落の付け足しとか（ c Y同じ
です）みたいな文だからです。
t 今 Yさんも「つけたしみたい」で力強く「同じです」って言ってくれたんだけど，
そうだなって思った人？（何人か挙手）
c Sべつにどっちでもいいんだ。
t はい。じゃあ，最後に YUさん言いたいことあるのかな。
c YU問いの文が「人々がアーチ橋の性質をいかながら，どのようにアーチ橋をつくっ
てきたのか」ってことだから，多分１６（段落）はこんなように人々がアーチ橋の性質
をいかしてアーチ橋をつくってきたのかって，まとめみたいなもので，まとめで，１７
（段落）は，形は美しいとか，風景にもよくあうって，作り方や作ってきたという
ことに関係ないものだからです。
cアー作ってきたって書いてないもんね。
c同じです
今まで，授業の中で教師の発言がとても多かったが，ここでは，子ども達がどちら
の段落がよいのか主体的に話している。今までは「同じときには同じですって言おう
ね」などと言ってもなかなか主張する場面はなかった。今回は「同じです」「つけた
しです」など教師が促さなくても，友達の意見を後押ししたり，つなげたりする発言
が見られた。友達の意見を聞きながら自分の意見を強めている子どもがほとんどで
あった。
普段，つぶやきは多いが学習にうまく参加できずにいた Sさんは，みんなと違う
意見なのに 意見を言うことができた。ただ，最初の意見は言うものの，みんなの意
見を真剣に聞いている様子はなく，「別にいいよ」と言って話し合いを終えた。自分
の意見の根拠をはっきりもっていなかったのか，みんなの意見を聞いて考えが変わっ
たのか。もっと教師が丹念に話し合いを進めるべきだったように思う。
このように，教師が自分で決めた授業の流れを進めている中でも子ども達が動き出
してくる部分は，特に子ども達の問題意識があるところであったように思う。このよ
うに自然とかかわり合いが生まれるきっかけとして，自分の意見を強く持ち，友達に
意見を伝えたり聞いたりしたいという気持ちが高まってきたことがあげられる。この
場面でも１６段落か１７段落か，瞬時には判断がつかないものであるが，内容をよく理解
し深めた上であれば，自信をもってどちらかを選ぶことができる。自分の意見が深
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まったからこそ，他の意見につなげて考えたり，付け足しをして主張を強くしたりで
きたと考える。更に，全員が同じ意見なら話し合いの必要性がないが，Sさんが違う
意見だったことにより，他の子ども達が本気で説得しようと試みたからではないだろ
うか。本気で自分の意見を言い，相手が真剣に聞くという話し合いの中で，コミュニ
ケーションが多くみられるのか，今後も課題として見ていきたい。
Ⅴ お わ り に
１ 成果
このように，授業の実践記録を分析し，操作的活動や協同的な学習を取り入れるこ
とによって，発言の少なかった子どもたちがよく話すようになったり，子どもたち同
士のかかわりが増えたりすることなどが示唆された。時間や場を確保し，手順を明確
に示し，話す機会を全員に与えることは，一人一人のもてる力を高め，コミュニケー
ション力の育成につながった。
２ 課題
自己にとって価値あるものだからこそ他者と共有したいと思うのであり，課題とし
て与えられたから伝えるという状況だけでは，真にコミュニケーションが育ったとは
言えない。そういった意味では，コミュニケーションできる環境を作ることに加え
て，子どもたちの内面から伝えたい，かかわりたいという意欲を育てることが大切で
ある。子どもが教材に対して，また，友達との意見の違いに対して問題意識を持つこ
とが，自己を高めるコミュニケーションにつながると感じた。更に，今回の授業分析
を通して，逆に，学習意欲や学習の深まりによって，コミュニケーションの質が変
わってくることが示唆された。今後更に，学習意欲や学習の深まりを大切にするとど
のようなコミュニケーションが生まれるかを探究していきたい。
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